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第 27回 [ 2994 ]回目 例会報告  令和２年 (2020） １月２３日（木） 
                    出席委員会報告 

 
◆開 会 点 鐘  千葉政行 会長                             
 
◆ロ-タリｰソング 〔それでこそロータリー〕 鈴木重忠 会員            
 
◆四つのテストの唱和 油井明則 職業奉仕委員 

 
【 1月の奥様お誕生日 】 …♪♪♪ おめでとうございます ♪♪♪ 

１月 ２７日 村上壽美様（裕司会員）    １月 ２８日 畠ひで子様（隆章会員） 
 

∮ 今週の誕生日   ♬♬ ♬ ♬ ♬ 1 月 27 日 小笠原尚史 会員 ♫♫♫♫♫ 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥lunch time‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

◆会長あいさつ 

１月２１日に福島北ロータリークラブさんの新年会にお招きいた

だきまして、石川幹事と行って参りました。川俣クラブさんからも

４名の方が来ておられ、福島北クラブさんではインターアクトとロ

ーターアクトクラブの２つの活動をされておりますので、学福の先

生や桜の聖母での活動報告を聞いて参りました。 

また、２月１２日は川俣ロータリークラブさんにご招待をいただ

いております。合同例会ですので、皆さんご参加いただければと思

います。今回も他のクラブの方々と交流させていただいて、素晴ら

しい時間を過ごさせていただきました。皆さんも色々なクラブにメーキャップをされるのもいいのではないかな

と思います。また、１月３１日には福島北高校で出前教室があります。菅野浩司会員と川又康彦会員が講師となっ

てお話をいただきます。時間のある方は九時半から福島北高校で行いますので、ご参加いただければと思います。

今年は就職が決まった学生の方だけではなく、３学年全員がお話を聞きたいということで参加をされます。当クラ

ブからは石川幹事と村上副会長、渡辺職業奉仕委員長が参加予定です。宜しくお願いいたします。 
 
◆幹事報告 石川邦俊 幹事 
Ａ．メーキャップ報告 

１／１８  地区職業奉仕委員会セミナー       佐藤喜市郎、渡辺達也 各会員 
１／１９  地区行事                佐藤喜市郎会員 

 
◆スマイリングＢＯＸ 堀切孝敏 副委員長 【合計３－５１】 

畠  隆章会員 ２Ｊ 明日(１月２４日)付で、長男正樹が吉川屋社長に、私が会長に就任致します。改めてよろしくお願い致します。 
あ 鈴木 義明会員 Ｈ  令和２年初めての出席です。今年もよろしくお願い致します。 

佐藤 真也会員 Ｓ  前回欠席おわび、本日早退おわびとして 渡辺達也会員のスピーチ楽しみにしております。 
渡辺 達也会員 Ｓ  今日のスピーチ、卓球に興味ない方も聞いて下さい。よろしくお願いします。 
鈴木 重忠会員 Ｓ  渡辺会員のスピーチ楽しみにしております。 
紺野 容樹会員 Ｓ  渡辺会員のスピーチ楽しみにしていました。 
生田目正志会員 Ｓ  達也さんのスピーチ楽しみです。よろしくお願いします。 
鈴木 牧子会員 Ｓ  渡辺達也会員のスピーチ楽しみにしています。 
千葉 政行会員 Ｔ  早退おわび 
中野 哲郎会員 Ｔ  渡辺会員のスピーチ楽しみにしています。 

あ 菅野 浩司会員 Ｔ  渡辺達也会員の会員スピーチ楽しみにしております。よろしくお願いします。 
松﨑 義将会員 Ｔ  前回欠席おわび 

 

［飯坂小学学校特別太鼓クラブへ寄付］ 

  令和２年１月２３日（木） 
第１０回 ５０，０００円 

     参加者 石川邦俊   幹  事 

生田目正志 社会奉仕委員長 

佐藤喜市郎 国際奉仕委員 

会員総数 39 名  

出席会員 30 名  

欠席会員 19 名 

出席率  76.92% 

  飯坂ロータリークラブ 創   立   昭和 33 年（1958）5 月 5 日 

ガバナー   芳 賀 裕 

ガバナー補佐  西 川 博 美 

会   長     千 葉 政 行 

幹   事     石 川 邦 俊 

       

 

 

週  報  
報 

言行はこれに照らしてから 
「四つのテスト」 

1, 真実かどうか 

2, みんなに公平か 

3, 好意と友情を深めるか 

4,みんなのためになるかどうか 

 

スマイリング報告 

[ロータリー特別月間] 
 
１月は 

職業奉仕月間 

地区活動目標 
 
１．人々が手を取り
合うのを促そう。 
２．行動しよう。 
３．ロータリー賞へ
全クラブで挑
戦しよう。 

４．あの時（2011 年
3 月）、これま
で、そして未来
を考えよう。 
「復興フォーラム(仮

称)」への支援と協力 
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◆ 会員スピーチ  渡辺達也 職業奉仕委員長 

今月は職業奉仕月間ということで、斎藤プログラム・出席委員長から先月会員スピー

チをお願いしますというお話をいただきまして、その際に「私にはできません。他の方

ではどうですか」とご返答させていただきましたが、「今月は職業奉仕月間なので職業

奉仕委員長として自分の勉強のためにやって欲しい」と押し切られまして、最終的に飯

坂ロータリークラブには「ＮＯ」はないのだと、先輩方からご指導いただいております

ので、スピーチをやるからには、良い勉強の場、そして、良い機会を与えていただいた

と前向きに捉えたいと思っております。スピーチの構成としましては、卓球と自分の事

が半分、職業奉仕の事が半分でやらせていただきたいと思います。宜しくお願いします。 

 飯坂ロータリーに入会させていただきまして４年目になります。素晴らしい方々と出会い、人脈ができ大変良か

ったです。皆様に支えていただき面倒を見ていただきまして、ここまでやってこられたと思います。先週の喜市郎

さんのスピーチの中で車を職業にしたいというお話がありましたが、私の家族は卓球一家ですので、私は卓球を職

業にしたいと未だに少しだけ未練があります。私の家族は嫁、息子夫婦、娘が卓球経験者という特異な家族です。

今でも私は年５回試合に出ています。トーアエイヨー杯、市民体育祭、郡山や猪苗代のオープン試合にも出かけて

います。ここ数年、優勝や準優勝を収めています。東京オリンピックの卓球では、私の予想は男女共に間違いなく

中国が優勝すると思います。男子では中国の次にドイツ、韓国、日本で並んでいます。女子でも２位の実力に日本

がいます。なので、銀メダルは取れます。本当に中国は断トツで強いです。私が卓球をやっていた頃も中国人の方

に二十年は遅れていると言われました。今でも４、５年は遅れていると言われています。皆さん、これは私のラケ

ットですが、これが「シェイクハンド」で、こっちが「ペンホルダー」と言います。値段はこの木だけで４万円で

す。カーボンが入っています。このゴムはラバーと言って１枚１万円です。２枚必要ですので合計で６万円です。

ここに「ＪＴＴＡＡ」とありますが、日本卓球協会認定の印があります。これがないと試合には出られません。ボ

ールも２年くらい前にセルロイドからプラスチックに変わりました。プラスチックになると少し遅くなるので、ラ

リーが楽しめるようになったようです。今、卓球もうまい人を集めて東京オリンピックに備え、東京の味の素トレ

ーニングセンターで「エリートアカデミー」というチームを作り、小学校から高校生を対象に全寮制で卓球を練習

しています。先日、全日本で優勝した宇田君もエリートアカデミー出身です。 

 それでは、職業奉仕のお話をいたします。１月１８日に職業奉仕委員会セミナーを受講して参りました。去年の

９月に引き続き２回目のセミナーでした。佐藤喜市郎委員長の主催者挨拶もあり、その後、セミナーに入りまし

て、とても良いお話で勉強になりました。その中ではグループディスカッションもあり、その時に“職業奉仕とは”

ということでいくつかありましたので発表させていただきます。まず、佐藤喜市郎地区職業奉仕委員長さんの『職

業奉仕とは』をご紹介いたします。「理事会で定められた地域の評判を全てクリアした人が今ここに集まっている。

自分を磨き、自分を、会社を大切にする。自分の職業を守る事が職業奉仕である」あとは、お話の中で「職業奉仕

とは難しいものではない、実践するのが深い」「ロータリークラブとかけて何と解く。野球のメジャーリーガーと

解く。その心は使いものにならないように、帰って来ないようにする」また、「人生道場の場。磨く。プライドを

持つ」「職業奉仕とは日々の職業を通して、世の中に貢献するために、奉仕の心を育て向上させること」次に、芳

賀裕ガバナーさんの『職業奉仕とは』では、「職業奉仕はロータリアンの心の故郷であり、背骨であり、土台であ

り、各種の奉仕を支える基本である。職業奉仕を通じて自分を磨き、職業を磨く。みんなが学ぶ機会をどう作って

いくかが職業奉仕の任務である」「バッチを付けているということは、ロータリーにおいてひとつの資格試験に合

格した者の集まりである。このバッチを付けている以上、少なくても他人様から批判されるような行動を取るまい

と襟のバッチに手をあて我が心を正している。このバッチは常に私の行動を物言わず見ており、監視しているので

ある」「世の中の色々な人と出会い話を聞き、その人達の一挙手一投足から授かり学び取るものである。お互いが

厳しく自己を見つめ合う精神的親睦である」「まず、我々は我々自身を高めることである。いかに背伸びしても我々

が持たぬものは人に与えることはできない」など、私が感銘したところを抜粋させていただきました。それから、

四つのテストは最重要だというお話の中で、原点に返って意味を知って唱える。企業発展継続する方策を示すのが

四つのテストです。これは英文を日本語に訳されているので、最初の「現行はこれに照らして」の訳は「think」

が抜けているそうです。なので「現行はこれに照らしてから考える」ということのようです。私的には四つのテス

トは非常にシンプルな言葉なので、例えば自分がどう言うべきか、どう振る舞うべきか迷った時に、この四つのテ

ストに照らし合わせると、だいたいうまくいくのかなと思っております。これからもずっと心掛けていきたいと思

っております。あとは、ロータリーソングの「奉仕の理想」「我等の生業」など、ロータリーに精通した方が作っ

た歌なので、意味を知って気持ちを入れて歌おうということで、セミナーを受講して参りました。 

 先週の喜市郎さんのスピーチの会報も出ましたが、篠木さんからの資料「ロータリーの気品と職業奉仕の原点」

など、この内容が職業奉仕にとって凝縮された物だと私ながらに思いました。私のテーマとしましては変化の時

代にあって、昨日と同じであってはならないと思っております。生産性も品質も人間もということで、一歩前に

出す道を考えて、良い方向に変わろう、良い結果を一つ出したいと思っております。全日本の決勝を見て、卓球を

例に例えるとしたら、守りの卓球ではだめなのだなと、リスクはあるのですが、攻め続けなくてはならないと感じ

ました。これからも実践、勉強して、情報共有に努めて参りたいと思います。 

 最後に、私にも孫ができまして、私の叶わなかった夢、東北ブロックで活躍する選手に育てたいなと思っており

ます。そんな卓球のマイナーなお話でございました。それでは時間となりました。これからもご指導をお願いいた

します。ご清聴ありがとうございました。                 ◆閉 会 点 鐘  会長 


